
（工事種別  ） 営業年度（ 7 年 4 月 ～ 8 年 3 月）

№
経審

工事種類
公共
民間

元請
下請

工事名
工事場所の
都道府県名

請負代金の額
（千円）

請負代金
小計(千円)

市有地法面保護工事 ○○県 8,690 7 年 7 月 7 年 12 月

〇〇国道維持補修工事 ○○県 42,350 7 年 4 月 8 年 3 月

公園内遊具及グラウンド整備工事 ○○県 6,270 7 年 9 月 8 年 1 月

〇〇地区 砂防堰堤工事 ○○県 55,880 7 年 5 月 8 年 2 月

市有地法面保護工事 ○○県 3,000 7 年 7 月 8 年 12 月

〇〇国道維持補修工事 ○○県 3,950 7 年 4 月 8 年 3 月

林道舗装補修工事（〇〇地区） ○○県 12,100 7 年 8 月 8 年 1 月

ほか 3 件 4,850 137,090

〇〇病院 敷地内改修外構工事 ○○県 6,490 7 年 4 月 7 年 10 月

〇〇資材置き場地盤改良工事 ○○県 14,120 7 年 6 月 8 年 1 月

Ａ氏邸 宅地造成及び外構工事 ○○県 4,650 7 年 7 月 7 年 11 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

ほか 件 25,260

〇〇下水道管渠敷設工事 ○○県 27,280 7 年 8 月 8 年 2 月

〇〇川橋梁下部工事のうち躯体工事 ○○県 38,500 7 年 9 月 8 年 3 月

〇〇商業施設 店舗外構基礎工事 ○○県 7,970 7 年 10 月 7 年 12 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

ほか 件 73,750

上記以外の工事の件数(左記)、金額（右記）

株式会社〇〇テクノ

※記載上の注意

着工年月 竣工（予定）年月

○○市役所

〇〇県〇〇総合支庁

上記以外の工事の件数(左記)、金額（右記）

□希望する工事種別ごとに区分し、営業年度ごと別シートで作成（金額は消費税抜き）してください。

□№の区分ごとに代表的な工事を７件まで入力し、それ以外は最終行に、まとめた件数と金額を入力してください。

( a )

( b )

( c )

（前１年決算分）

土木一式工事 ー 下請

工　事　経　歴　書

上記以外の工事の件数(左記)、金額（右記）

医療法人〇〇会

〇〇商事株式会社

施主Ａ 様

発注者名

○○市役所

国土交通省〇〇整備局

株式会社〇〇建設

株式会社〇〇開発

3

1 土木一式工事 公共 元請

土木一式工事

2 土木一式工事 民間 元請

○○市役所

国土交通省〇〇整備局

○○県農林事務所

記載例（２年平均の場合）

工事種別を選択

対象期間を入力

７件を超える場合は他工事の件数および

金額をまとめて入力



（工事種別  ） 営業年度（ 6 年 4 月 ～ 7 年 3 月）

№
経審

工事種類
公共
民間

元請
下請

工事名
工事場所の
都道府県名

請負代金の額
（千円）

請負代金
小計(千円)

市道〇〇線道路改良工事 ○○県 18,480 6 年 4 月 6 年 9 月

河川護岸工事（第2工区） ○○県 34,100 6 年 5 月 6 年 10 月

配水管敷設替工事（〇〇地区） ○○県 14,740 6 年 6 月 6 年 11 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

ほか 件 67,320

〇〇分譲地 造成工事 ○○県 28,380 6 年 4 月 7 年 1 月

〇〇物流センター外構舗装工事 ○○県 19,250 6 年 5 月 6 年 11 月

〇〇福祉施設 駐車場整備工事 ○○県 11,800 6 年 4 月 6 年 10 月

〇〇太陽光発電所 基礎・造成工事 ○○県 43,670 6 年 6 月 6 年 12 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

ほか 件 103,100

〇〇バイパス道路新設工事のうち基礎工事 ○○県 21,450 6 年 4 月 6 年 10 月

〇〇マンション新築工事に伴う土木工事 ○○県 13,200 6 年 5 月 6 年 11 月

〇〇工場増築に伴う構内舗装工事 ○○県 9,790 6 年 6 月 6 年 9 月

主要地方道〇〇線 舗装工事 ○○県 16,500 6 年 7 月 6 年 12 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

ほか 件 60,940

工　事　経　歴　書 （前２年決算分）

発注者名 着工年月 竣工（予定）年月

土木一式工事

( a )

○○県○○土木事務所

○○水道用水供給企業団

上記以外の工事の件数(左記)、金額（右記）

2 土木一式工事 民間 元請

株式会社○○

上記以外の工事の件数(左記)、金額（右記）

1 土木一式工事 公共 元請

○○市役所

( b )

〇〇物流株式会社

社会福祉法人〇〇会

〇〇エネルギー株式会社

3 土木一式工事 ー 下請

株式会社〇〇建設

( c )

株式会社 〇〇組

〇〇工業株式会社

〇〇道路株式会社

※記載上の注意

上記以外の工事の件数(左記)、金額（右記）

□希望する工事種別ごとに区分し、営業年度ごと別シートで作成（金額は消費税抜き）してください。

□№の区分ごとに代表的な工事を７件まで入力し、それ以外は最終行に、まとめた件数と金額を入力してください。



（工事種別  ） 営業年度（ 5 年 4 月 ～ 6 年 3 月）

№
経審

工事種類
公共
民間

元請
下請

工事名
工事場所の
都道府県名

請負代金の額
（千円）

請負代金
小計(千円)

〇〇国道維持補修工事 ○○県 2,950 5 年 4 月 6 年 3 月

市有地法面保護工事 ○○県 4,000 5 年 8 月 5 年 12 月

〇〇地区 砂防堰堤工事 ○○県 65,800 5 年 5 月 6 年 2 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

ほか 件 72,750

〇〇資材置き場地盤改良工事 ○○県 15,500 5 年 6 月 6 年 1 月

〇〇病院 敷地内改修外構工事 ○○県 4,300 5 年 4 月 5 年 10 月

〇〇分譲地 造成工事 ○○県 21,200 5 年 4 月 6 年 1 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

ほか 件 41,000

〇〇工場増築に伴う構内舗装工事 ○○県 8,950 5 年 6 月 5 年 9 月

主要地方道〇〇線 舗装工事 ○○県 1,800 5 年 7 月 5 年 12 月

〇〇川橋梁下部工事のうち躯体工事 ○○県 35,500 5 年 9 月 6 年 3 月

〇〇商業施設 店舗外構基礎工事 ○○県 8,000 5 年 10 月 5 年 12 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

ほか 件 54,250

工　事　経　歴　書 （前３年決算分）

発注者名 着工年月 竣工（予定）年月

土木一式工事

( a )

○○市役所

〇〇県〇〇総合支庁

上記以外の工事の件数(左記)、金額（右記）

2 土木一式工事 民間 元請

〇〇商事株式会社

上記以外の工事の件数(左記)、金額（右記）

1 土木一式工事 公共 元請

国土交通省〇〇整備局

( b )

医療法人〇〇会

株式会社○○

3 土木一式工事 ー 下請

〇〇工業株式会社

( c )

〇〇道路株式会社

株式会社〇〇建設

株式会社〇〇開発

※記載上の注意

上記以外の工事の件数(左記)、金額（右記）

□希望する工事種別ごとに区分し、営業年度ごと別シートで作成（金額は消費税抜き）してください。

□№の区分ごとに代表的な工事を７件まで入力し、それ以外は最終行に、まとめた件数と金額を入力してください。



（工事種別 土木一式工事 ） 単位：千円

公共

完成工事高
元請

完成工事高
公共元請

完成工事高(a)
民間元請

完成工事高(b)
下請

完成工事高(c）

236,100 162,350 137,090 25,260 73,750

（前２年）

完成工事高
元請

完成工事高
公共元請

完成工事高(a)
民間元請

完成工事高(b)
下請

完成工事高(c）

231,360 170,420 67,320 103,100 60,940

完成工事高
元請

完成工事高
公共元請

完成工事高(a)
民間元請

完成工事高(b)
下請

完成工事高(c）

168,000 113,750 72,750 41,000 54,250

※千円未満端数切り捨て

完成工事高
元請

完成工事高
公共元請

完成工事高(a)
民間元請

完成工事高(b)
下請

完成工事高(c）

211,820 148,840 92,386 56,453 62,980

※経審が３年平均の場合は(1)と(2)と(3）の平均

完成工事高集計表

（１）営業年度（　７年　４月　～　８年　３月）

（２）営業年度（　６年　４月　～　７年　３月）

（３）営業年度（　５年　４月　～　６年　３月） （前３年）※３年平均が対象となる場合のみ使用する

（ (1) + (2) +(3) ) ×
１
－
３

当シートの数値および項目は全て

自動集計されるため入力不要

経審の年間平均完成工事高と金額が

一致しているか確認すること

※端数切り捨ての関係上、1、2千円

程度のズレは許容


